
兵
器
の
共
同
研
究
．
開
発
．
生
産

核
時
代
の
経
済

木
　
　
原

正
　
　
雄

は
　
じ
　
め
　
に

現
在
、
わ
れ
わ
れ
の
生
存
し
て
い
る
地
球
上
に
は
、
人
類
を
数
回
減
亡
さ
せ
う
る
威
力
を
も
っ
核
丘
ハ
器
が
存
在
し
、
そ
の
使
用
を

も
辞
さ
な
い
力
の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ル
ト
ハ
ィ
ム
国
連
事
務
総
長
報
告
（
一
九
八
○
年
九
月
）
に
ょ
れ
ば
、
現
存
す
る
核

兵
器
の
量
は
、
核
弾
頭
数
三
七
、
○
○
○
１
五
〇
、
○
○
○
個
、
メ
ガ
ト
ソ
数
は
一
一
、
○
○
○
１
二
〇
、
○
○
○
メ
ガ
ト
ソ
で
、

広
島
型
原
爆
（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
換
算
；
一
、
○
○
○
ト
ソ
）
の
五
〇
万
－
一
五
〇
万
個
分
に
当
た
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
核
の

軍
事
力
に
よ
る
均
衝
が
核
の
抑
止
力
を
生
じ
、
戦
争
の
勃
発
を
抑
止
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
核
抑
止
力
は
相
互
に
全
滅
を
想

定
す
る
恐
怖
の
う
え
に
成
立
し
た
概
念
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
恐
怖
を
つ
く
り
出
し
、
あ
お
り
立
て
る
こ
と
に
よ
り
核
軍
事
力
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

競
争
が
お
こ
た
わ
れ
て
い
る
。
全
減
の
恐
怖
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
戦
争
の
な
い
状
態
を
真
の
平
和
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
注
　
一
九
四
五
年
以
降
、
戦
争
あ
る
い
は
武
力
紛
争
は
二
二
三
四
（
０
０
弓
胃
ぎ
胃
ヴ
◎
Ｏ
斤
Ｈ
Ｏ
・
。
ピ
Ｐ
Ｈ
冨
）
も
起
り
、
二
、
五
〇
〇
万
の
人
命

　
　
　
が
失
わ
れ
て
い
る
。
核
兵
器
こ
そ
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
世
界
的
視
野
に
立
っ
限
り
、
平
和
で
あ
っ
た
と
は
い
え
た
い
。

　
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
発
展
の
結
果
、
戦
域
核
丘
ハ
器
（
旨
ｏ
誉
ｏ
昌
〇
一
〇
胃
ミ
＄
ｏ
◎
箏
。
。
）
と
い
わ
れ
る
あ
る
一
定
の
地
域
（
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ

　
　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
四
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
四
八
六
）

な
ど
）
で
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
中
距
離
お
よ
び
中
問
射
程
（
一
、
○
○
○
１
五
、
○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
核
丘
ハ
器
や
中
性

子
爆
弾
た
ど
の
新
型
核
兵
器
の
開
発
は
、
戦
略
核
兵
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｍ
〔
大
陸
断
道
弾
〕
や
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
〔
潜
水
艦
発
射
断
道
弾
〕
な
ど
射
程
の

長
い
核
兵
器
）
に
よ
る
威
嚇
と
い
う
い
わ
ゆ
る
核
抑
止
力
と
し
て
で
は
な
く
、
戦
域
核
兵
器
に
よ
る
制
隈
核
戦
争
と
い
う
概
念
を
生

み
出
し
、
相
手
よ
り
優
位
と
判
断
し
た
場
合
、
先
制
攻
撃
で
相
手
を
無
力
化
す
る
た
め
核
丘
ハ
器
が
使
用
さ
れ
る
危
険
が
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
核
兵
器
の
先
制
的
使
用
の
意
図
は
、
　
一
九
八
○
年
七
月
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
指
令
五
九
号
（
勺
ｐ
§
に
よ
り
、
脅
威
に
は
脅
威

を
も
っ
て
と
す
る
相
殺
戦
略
の
論
理
が
一
段
と
明
確
に
さ
れ
、
核
兵
器
の
使
用
（
た
と
え
そ
れ
が
隈
定
使
用
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
・

必
ず
全
面
的
核
戦
争
へ
と
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
）
の
危
険
は
増
大
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
一
年
八
月
八
日
レ
ー
ガ
ソ
政
権
に
よ
る
中
性

子
爆
弾
の
生
産
再
開
の
決
定
、
一
〇
月
一
九
目
欧
州
に
お
げ
る
限
定
的
た
核
戦
争
の
可
能
性
を
認
め
る
発
言
、
っ
い
で
一
一
月
三
日

ロ
ス
ト
ウ
米
軍
備
管
理
．
軍
縮
局
長
の
「
欧
州
、
中
東
、
ア
ジ
ア
の
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
ソ
連
の
通
常
兵
器
に
ょ
る
攻
撃

に
対
し
て
米
国
と
し
て
は
核
兵
器
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
た
い
」
と
の
発
言
で
明
ら
か
な
よ
う
に
核
兵
器
使
用
の
危
険
は
さ
ら
に
明
確

に
次
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
類
の
破
滅
を
現
実
に
転
化
１
し
う
る
物
質
的
基
礎
と
勢
力
と
が
存
在
す
る
戦
後
段
階
は
核
の
時
代
と
観
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
核
兵
器
の
存
在
は
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
杜
会
、
文
化
、
芸
術
、
教
育
、
科
学
、
技
術
な
ど
全
分
野
に

わ
た
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ま
ざ
ま
た
間
題
を
提
起
し
て
い
る
。
経
済
学
が
経
済
発
展
の
法
則
を
明
ら
か
に
Ｌ
、
人
問
の
福

祉
向
上
、
人
間
の
真
の
解
放
を
実
現
す
る
た
め
の
す
じ
み
ち
を
明
ら
か
に
す
る
科
学
で
あ
る
限
り
、
人
問
の
生
存
と
存
続
を
無
視
し

た
経
済
学
は
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
今
目
、
人
類
の
破
滅
を
も
可
能
に
す
る
核
丘
ハ
器
が
開
発
さ
れ
・



生
産
さ
れ
、
貯
蔵
さ
れ
、
そ
の
拡
散
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
事
実
を
無
視
し
て
は
、
科
学
と
し
て
の
経
済
学
の
今
目
的
課
題
、
な
す

わ
ち
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
げ
る
世
界
経
済
（
資
本
主
義
と
杜
会
主
義
を
も
ふ
く
め
）
の
科
学
的
分
析
、
戦
後
の
帝
国
主
義
、
国
家

独
占
資
本
主
義
の
経
済
的
特
徴
お
よ
び
戦
後
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
特
徴
と
軍
事
上
の
問
題
と
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
ぜ
な
ら
、
国
家
機
構
と
そ
の
機
能
を
最
大
限
に
利
用
し
な
が
ら
、
核
丘
ハ
器
体
系
を
形
成
す
る
装
備
類
の
生
産
を
骨
格
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

軍
需
部
門
へ
の
依
存
と
そ
の
拡
大
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
莫
大
な
資
源
、
人
類
の
物
質
的
、
精
神
的
財
貨
の
無
益
な
浪
費
と
再
生
産
過

程
の
破
壌
の
な
か
に
利
潤
を
求
め
る
独
占
資
本
の
経
済
的
、
政
治
的
、
軍
事
的
支
配
体
制
の
解
明
は
、
核
兵
器
を
背
景
に
し
た
現
代

帝
国
主
義
の
支
配
体
系
と
そ
の
特
徴
の
解
明
た
く
し
て
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
注
　
過
去
十
年
問
の
世
界
の
軍
事
費
は
約
四
兆
ド
ル
（
一
九
七
八
年
の
実
質
ト
ル
価
格
）
に
も
の
ぽ
っ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
だ
げ
の
軍
事
支

　
　
　
出
は
純
粋
に
予
算
上
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
も
五
、
○
○
○
億
（
一
九
八
○
年
価
格
）
に
も
達
し
、
世
界
総
生
産
額
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の

　
　
　
約
六
％
、
世
界
貿
易
額
の
約
半
分
に
当
る
。
ま
た
、
こ
の
額
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

　
　
　
額
の
約
十
九
倍
に
当
た
る
。

　
　
　
　
直
接
間
接
軍
事
活
動
に
従
事
し
て
い
る
労
働
力
は
、
約
四
、
五
〇
〇
万
人
、
う
ち
¢
正
挽
軍
約
二
、
五
〇
〇
万
人
、
◎
準
正
規
軍
約
一
、

　
　
　
○
○
○
万
人
、
　
軍
当
局
の
文
官
約
四
〇
〇
万
人
、
＠
軍
事
研
究
、
開
発
に
従
事
す
る
科
学
者
、
技
術
者
は
約
五
〇
万
人
、
　
兵
器
、
装
備

　
　
　
の
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
は
少
な
く
と
も
五
〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
谷
。
　
（
国
連
軍
縮
間
題
専
門
家
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
「
軍
縮
と
開
発
の

　
　
　
関
係
」
〔
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
〇
目
発
表
〕
に
よ
る
）

　
今
目
、
杜
会
主
義
へ
の
道
は
、
人
間
の
福
祉
向
上
と
人
問
の
真
の
解
放
の
基
礎
と
た
る
べ
き
科
学
・
技
術
と
生
産
力
を
、
非
人
道

的
大
量
殺
薮
兵
器
で
あ
る
核
兵
器
の
生
産
や
核
兵
器
を
上
回
る
破
壌
能
力
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
環
境
破
壌
兵
器
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
兵

器
、
粒
子
ビ
ー
ム
兵
器
の
開
発
に
象
徴
さ
れ
る
破
壊
力
に
転
化
さ
せ
る
ま
で
に
腐
朽
し
た
資
本
主
義
体
制
を
変
革
す
る
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
（
四
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
四
八
八
）

軍
事
力
を
必
要
と
し
な
い
真
の
平
和
を
も
た
ら
す
杜
会
主
義
を
実
現
す
る
に
は
、
核
兵
器
廃
絶
と
そ
の
主
体
的
勢
カ
を
強
化
す
る
過

程
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
は
、
兵
器
は
主
と
し
て
国
家
需
要
（
こ
れ
以
外
に
兵
器
輸
出
が
あ
る
）
で
あ
り
、
企
業
に
と
り
丘
ハ
器
生
産

は
、
他
の
商
品
に
比
べ
利
益
の
多
い
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
経
済
体
制
そ
の
も
の
が
、
海
外
進
出
、
階
級
支
配
と
体
制

維
持
の
中
枢
機
能
と
し
て
の
軍
事
組
織
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
、
軍
事
支
出
の
増
大
と
兵
器
生
産
を
必
然
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。

加
え
て
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
軍
事
支
出
の
増
大
は
需
要
を
創
出
し
、
失
業
や
経
済
危
機
を
回
避
す
る
有
効
な
手
段
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

あ
る
か
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
、
軍
事
支
出
の
増
大
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
杜
会
主
義
の
存
在
は
、
資
本
主
義
に
と
っ
て
軍

備
拡
充
の
外
的
要
因
と
な
り
、
軍
事
費
の
増
大
と
兵
器
生
産
、
兵
器
輸
出
の
促
進
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。
資
本
主
義
自
体
の

も
つ
内
的
要
因
と
外
的
要
因
と
の
結
合
の
も
と
で
　
　
「
ソ
連
脅
威
論
」
は
内
的
、
外
的
要
因
の
結
合
に
よ
る
軍
備
拡
充
を
正
当
化

す
る
も
の
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
　
　
第
三
世
界
を
も
包
括
し
な
が
ら
、
米
ソ
を
中
心
と
す
る
二
っ
の
軍
備
同
盟
問
で

の
核
兵
器
開
発
を
軸
と
し
た
世
界
的
軍
備
拡
充
競
争
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
注
　
経
団
連
・
防
衛
生
産
委
員
会
「
防
衛
力
整
備
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
」
（
一
九
七
六
年
五
月
）
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
．
「
防
衛
費
は
、
国
民
生
活
の
繁
栄
の
基
盤
を
保
障
す
る
た
め
の
支
出
で
あ
っ
て
、
直
接
的
な
再
生
産
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
た
い
。
」
「
装

　
　
　
備
の
国
産
は
、
ぞ
の
過
程
を
通
じ
国
民
所
得
の
増
加
、
雇
用
の
安
定
、
技
術
水
準
の
向
上
等
に
っ
た
が
る
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
軍
事
支
出

　
　
　
は
、
正
常
な
経
済
の
領
域
か
ら
資
金
や
技
術
労
働
者
を
奪
い
、
正
常
な
経
済
活
動
を
弱
め
、
生
産
力
の
発
展
を
押
え
る
こ
と
に
な
る
。
一
九

　
　
　
八
○
年
の
軍
事
目
的
の
工
業
生
産
は
少
た
め
に
見
積
っ
て
も
一
、
二
七
五
億
ド
ル
、
軍
事
技
術
の
研
究
・
開
発
の
た
め
の
支
出
は
三
五
〇
億

　
　
　
ド
ル
で
全
研
究
、
開
発
費
の
四
分
の
一
に
及
ん
で
い
る
。
（
前
掲
「
軍
縮
と
開
発
の
関
係
」
）

　
原
子
爆
弾
が
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
原
子
爆
弾
の
残
虐
性
と
大
量
殺
薮
性
を
証
明
し
、
そ
れ
が
い
か
に
反



人
道
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
米
国
の
核
独
占
体
制
が
崩
れ
、
米
ソ
の
核
丘
ハ
器
開
発
競
争
の
な
か
で
、
質
的

に
は
新
型
核
兵
器
体
系
（
中
性
子
爆
弾
、
多
弾
頭
、
誘
導
装
置
な
ど
の
進
歩
に
よ
る
破
壊
力
の
増
大
、
命
中
率
の
向
上
な
ど
）
の
開
発
と
生
産
、

量
的
に
は
、
人
類
を
数
回
破
減
し
う
る
に
足
る
核
兵
器
の
生
産
と
貯
蔵
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
類
の
生
存
に
と
っ
て
核

兵
器
の
廃
絶
が
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
戦
域
核
丘
ハ
器
や
中
性
子
爆
弾
の
製
造
再
開
は
「
限
定
核
戦
争
」

の
名
の
も
と
に
、
核
兵
器
が
現
実
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
を
ま
す
ま
す
大
き
く
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
人
類
を
核
兵
器
反
対
の
勢

力
と
核
丘
ハ
器
使
用
を
意
図
す
る
勢
力
と
に
二
分
し
て
い
る
。

　
核
兵
器
を
基
軸
と
し
た
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
軍
備
拡
充
競
争
は
、
こ
の
二
っ
の
努
力
の
対
抗
関
係
を
激
化
し
な
が
ら
、
力
に
よ
る

政
策
を
エ
ス
ヵ
レ
ー
ト
さ
せ
、
力
に
よ
る
解
決
へ
の
方
向
、
す
な
わ
ち
核
丘
ハ
器
使
用
を
現
実
に
す
る
危
険
を
い
ち
じ
る
し
く
高
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
、
目
米
安
保
体
制
を
基
軸
と
し
た
目
本
の
役
割
分
担
は
、
直
接
、
間
接
米
国
の
核
戦
略
へ

の
組
み
込
み
を
い
よ
い
よ
ぬ
き
さ
し
た
ら
ぬ
も
の
に
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
軍
事
力
、
軍
需
生
産
、
兵
器
共
同
開
発
間
題
の
考
察
に

当
っ
て
は
、
以
上
に
の
べ
た
核
時
代
の
経
済
の
観
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
日
米
防
衛
協
力
の
間
題
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
一
九
七
八
年
二
月
二
七
目
、
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
第
一
七
回
会
合
に
お
い
て
、
防
衛
協
力
小
委
員
会
の
報
告
「
日
米
防

　
　
　
　
　
　
　
　
注

衛
協
力
の
た
め
の
指
鉢
」
を
了
承
し
、
翌
二
八
目
に
は
、
国
防
会
議
、
閣
議
で
正
式
に
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
指
針
は
、
「
（
目
米
安
保

　
　
　
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
四
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
四
九
〇
）

体
制
の
）
一
歩
前
進
で
意
義
あ
る
も
の
」
（
福
田
首
相
）
、
　
「
目
米
の
安
全
保
障
上
新
た
な
時
期
を
画
す
」
（
園
田
外
相
）
（
一
九
七
八
年
一

一
月
二
九
日
付
「
朝
目
」
）
も
の
、
「
軍
事
条
約
と
し
て
、
目
米
安
保
は
、
も
と
も
と
あ
る
べ
き
方
向
に
な
っ
た
」
（
防
衛
庁
幹
部
）
（
二

月
二
九
目
付
「
毎
目
」
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
有
率
（
戦
時
）
に
お
げ
る
目
米
共
同
作
戦
の
具
体
的
内
容
を
盛
り
込
み
、
従
来
の
目
米

軍
事
協
力
を
大
幅
に
拡
大
し
た
、
目
米
安
保
条
約
の
新
改
定
と
も
い
う
べ
き
「
日
米
安
保
条
約
の
運
用
に
事
実
上
、
質
的
な
転
換
を

も
た
ら
す
」
　
（
同
上
）
重
大
か
っ
危
険
た
と
り
き
め
で
あ
る
。

　
　
注
　
「
指
針
」
は
、
一
九
七
五
年
三
木
・
フ
オ
ー
ド
会
談
に
お
げ
る
「
目
米
安
保
条
約
の
円
滑
で
効
果
的
た
運
用
の
た
め
、
目
米
が
一
層
密
接

　
　
　
次
協
議
を
行
う
」
と
の
合
意
に
も
と
づ
き
坂
田
防
衛
庁
長
官
と
シ
ュ
レ
シ
ソ
ジ
ャ
ー
米
国
防
長
官
と
の
会
談
で
、
安
保
協
議
委
員
会
の
下
都

　
　
　
機
構
と
し
て
防
衛
協
力
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
「
目
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
の
協
力
と
い
う
の
は
、
ワ
イ
ソ
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
日
米
が
「
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
た
負
担
を
引
き
受
げ
、
そ
れ
を
分
担
す
る
こ
と
を
意
味
」
Ｌ
て
い
る
。
そ
し
て
、
分
担
と
は
、
目
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

「
同
盟
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
政
治
的
、
軍
事
的
、
物
質
的
、
経
済
的
コ
ス
ト
の
公
正
な
配
分
」
で
あ
る
。
　
「
目
米
防
衛
協
力
の

た
め
の
指
針
」
に
お
げ
る
「
協
力
」
は
「
目
米
安
保
体
制
の
一
層
円
滑
か
っ
効
果
的
な
運
営
を
確
保
す
る
」
た
め
、
戦
時
を
想
定
し

た
軍
事
的
協
力
と
目
米
作
戦
分
担
で
あ
り
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
有
事
却
応
態
勢
と
日
米
共
同
作
戦
態
勢
（
目
米
共
同
指
揮
調
整
機
関

の
設
置
、
目
米
共
同
演
習
の
実
施
た
ど
）
づ
く
り
の
た
め
の
指
針
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
目
米
共
同
作
戦
は
、
直
接
わ
が
国
へ
の
武
力

攻
撃
が
生
じ
た
と
き
に
の
み
隈
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
指
針
」
に
よ
り
、
○
Ｄ
侵
略
の
未
然
防
止
、
四
目
本
に
た
い
す
る
武
力
攻

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

撃
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
拡
大
さ
れ
、
に
カ
極
東
に
お
げ
る
事
態
で
の
目
本
の
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
場
合
ま
で
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
　
「
指
針
」
に
よ
る
日
米
役
割
分
担
の
内
容
を
図
示
す
れ
ぱ
第
－
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
指
針
」
は
、
　
「
空
文
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八
（
四
九
二
）

だ
っ
た
日
米
安
保
条
約
に
魂
を
入
れ
」
（
防
衛
庁
）
、
　
「
こ
れ
ま
で
政
治
的
理
由
で
で
き
な
か
っ
た
軍
と
軍
と
の
レ
ベ
ル
の
計
画
、
協

力
が
で
き
る
よ
う
に
た
っ
た
こ
と
は
（
安
保
史
上
）
初
め
て
で
、
大
き
な
成
果
だ
」
　
（
安
保
協
議
委
出
席
の
米
側
関
係
者
）
と
い
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
目
米
安
保
条
約
が
軍
事
同
盟
条
約
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
ま
さ
に
「
目
米
の
安
全
保
障
上
、
新
た
な
時
期
を
画

し
た
」
重
大
た
と
り
き
め
で
あ
る
。
　
「
指
針
」
は
、
軍
事
的
運
命
共
同
体
と
し
て
、
米
の
核
戦
略
に
自
動
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
安
保
条
約
の
事
実
上
の
改
訂
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
核
装
備
し
た
米
軍
と
の
共
同
作
戦

は
、
た
と
え
自
衛
隊
が
核
装
備
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
核
兵
器
の
持
ち
込
み
、
使
用
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
非
核
三
原
則
を
形

骸
化
す
る
こ
と
に
な
る
重
大
な
取
り
極
め
で
あ
る
。

　
　
注
　
ワ
ィ
ソ
バ
ー
ガ
ー
米
国
防
長
官
報
告
書
「
防
衛
支
出
に
対
す
る
同
盟
国
の
任
務
」
（
邦
訳
、
「
世
界
週
報
」
一
九
八
一
年
九
月
二
二
日
号
、

　
　
　
六
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

　
一
九
八
○
年
五
月
二
目
の
大
平
・
カ
ー
タ
ー
首
脳
会
談
で
、
大
平
首
相
は
、
米
国
の
同
盟
国
と
し
て
、
世
界
秩
序
の
維
持
の
た
め

「
目
本
と
し
て
も
犠
牲
を
払
う
こ
と
も
辞
さ
な
い
」
と
の
決
意
を
披
れ
き
し
、
米
国
を
中
心
に
し
た
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
西
側

　
　
　
注

戦
略
加
担
を
明
確
に
し
、
ソ
連
の
軍
事
力
増
強
に
対
抗
す
る
必
要
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
軍
事
力
の
増
強
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
中

期
業
務
見
積
り
の
繰
り
上
げ
達
成
要
求
に
対
し
、
　
「
同
盟
国
は
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
真
剣
に
検
討
し
、
で
き
る
隈
り
努
力
を

続
げ
る
」
と
の
態
度
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
在
目
米
軍
の
施
設
費
の
分
担
問
題
で
も
負
担
増
に
積
極
的
な
態
度
を
表
明
し
た
。
こ

の
よ
う
な
軍
事
力
の
増
強
と
と
も
に
、
ア
ジ
ァ
や
中
近
東
諸
国
へ
の
経
済
援
助
を
強
化
し
、
経
済
援
助
を
イ
ラ
ソ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ソ
、
イ
ソ
ド
シ
ナ
な
ど
の
紛
争
地
域
周
辺
国
に
集
中
し
、
政
治
的
、
経
済
的
安
定
の
テ
コ
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
米
国
に
対
す

る
目
本
の
補
完
的
役
割
分
担
路
線
を
明
確
に
し
、
一
段
と
強
力
に
押
し
進
め
る
方
針
を
確
約
し
た
の
で
あ
る
。



　
　
注
「
西
側
陣
営
の
頁
一
と
い
う
こ
と
は
、
東
側
陣
営
、
す
な
わ
ち
ワ
ル
シ
ぷ
濡
毒
、
ワ
ロ
ヅ
ク
に
対
抗
す
る
。
。
。
。
陣
営
の
頁

　
　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
ゑ
防
衛
白
書
で
は
昭
和
五
十
五
年
版
か
ら
「
わ
が
国
が
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
西
側
諸
国
の
真
剣
た
防
衛
努
力
と
の

　
　
　
関
連
に
お
い
て
、
わ
が
国
の
防
衛
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
」
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
年
版
外
交
青
書
は
、
つ
ぎ
の
よ

　
　
　
う
に
の
べ
て
い
る
・
「
わ
が
国
は
、
米
国
及
び
Ｅ
Ｃ
諸
国
を
始
め
と
す
る
先
進
民
主
主
義
諸
国
と
政
治
、
経
済
上
の
基
本
理
念
を
共
有
し
て

　
　
　
お
り
・
わ
が
国
の
平
和
と
安
定
は
、
先
進
民
主
主
義
杜
会
全
体
の
平
和
と
安
定
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
わ
が
国
が
積
極
的
平
和
外
交
を

　
　
　
展
開
す
る
に
当
た
一
て
は
、
こ
れ
ら
菌
と
の
蓉
春
緊
叢
と
奮
な
け
れ
窪
完
い
窒
ん
で
あ
る
一
一
一
三
ぺ
－
ジ
一
。
昭
和

　
　
　
五
十
五
年
版
で
は
・
最
後
の
と
こ
ろ
は
「
連
帯
と
協
調
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
一
四
ぺ
、
ジ
）
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た

　
　
　
が
・
五
十
六
年
版
で
は
、
　
「
基
軸
に
な
ら
な
げ
れ
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
西
側
陣
営
の
一
員
で
あ
る
こ
と
か
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
軍
事
カ

　
　
　
の
増
強
に
っ
い
て
も
、
五
十
六
年
版
外
交
青
書
は
、
「
目
米
安
保
体
制
の
一
層
か
っ
効
果
的
な
運
営
を
確
保
」
す
る
た
め
…
「
自
衛
カ
の

　
　
　
整
備
に
一
層
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
一
で
あ
る
と
の
べ
、
昨
年
の
青
書
に
く
ら
べ
、
日
米
蕎
防
衛
の
た
め
の
軍
事
面
で
の
努
力
姦

　
　
　
調
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
さ
ら
に
・
一
九
八
一
年
五
月
、
鈴
木
・
レ
ー
ガ
ソ
会
談
で
は
、
双
方
が
目
米
相
互
協
力
お
よ
び
安
全
保
障
条
約
が
「
目
本
の
防
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
レ
び
に
跡
東
Ｐ
紅
か
か
平
朴
粒
お
び
吏
も
小
基
路
で
あ
る
と
の
信
念
を
再
確
認
」
し
、
　
「
両
者
は
、
目
本
の
防
衛
な
ら
び
に
・
極
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

箪
箕
求
蓉
を
確
保
す
る
に
当
た
り
、
目
米
両
国
隻
い
て
適
切
な
役
割
の
分
担
が
望
ま
し
い
こ
と
を
認
色
、
鈴
木
首
相

は
「
目
本
の
防
衛
力
改
善
に
関
す
る
な
お
一
層
の
努
力
（
睾
彗
胃
＄
箒
、
、
串
。
。
一
。
。
）
」
（
目
米
共
同
声
明
、
第
八
項
）
を
約
束
し
た
の
で
あ

る
。　
　
注
こ
の
傍
点
の
個
所
は
、
英
文
で
は
目
本
文
と
霊
凄
つ
て
お
り
、
「
極
東
隻
げ
る
…
一
が
先
幕
つ
て
い
る
。
英
文
に
よ
れ
ぱ
目

　
　
　
本
の
役
割
分
担
は
、
ま
ず
極
東
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
お
こ
た
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
た
る
。
こ
の
点
役
割
分
担
の
内
容
を
考
え
る
う
え

　
　
　
で
重
要
な
表
現
で
あ
る
。

　
そ
の
う
え
・
目
米
共
同
声
明
は
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
声
明
の
な
か
で
初
め
て
「
目
米
同
盟
関
係
」
と
い
う
表
現
が
入
れ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
四
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
四
九
四
）

昭
和
五
六
年
版
外
交
白
書
は
、
こ
の
点
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
今
日
、
日
米
両
国
は
民
主
主
義
と
自
由
と
い

う
両
国
が
共
有
す
る
価
値
の
上
に
立
脚
し
、
特
別
に
緊
密
た
総
合
的
た
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。
揺
る
ぎ
な
い
信

頼
で
裏
打
ち
さ
れ
た
、
か
か
る
日
米
関
係
は
、
…
…
日
米
共
同
声
明
に
お
い
て
は
、
　
『
同
盟
関
係
』
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
」

　
目
米
同
盟
関
係
は
、
対
米
従
属
下
の
新
し
い
軍
事
的
役
割
分
担
を
基
礎
に
し
た
日
米
軍
事
同
盟
の
質
的
に
新
し
い
段
階
に
入
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
兵
器
の
目
米
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
段
階
の
も
と
で
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

留
意
し
た
げ
れ
ほ
な
ら
な
い
。

二

　
レ
ー
ガ
ソ
政
権
の
国
防
政
策
の
基
礎
は
、
世
界
の
「
ど
こ
で
で
も
守
る
に
十
分
な
ほ
ど
強
い
・
…
：
軍
事
力
を
再
生
」
す
る
た
め
、

「
同
盟
諾
国
（
日
本
や
西
欧
諾
国
）
が
、
彼
ら
自
身
の
非
常
に
大
き
た
カ
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
（
米
国
）
と
行
動
を
共
に
し
、
共
同

防
衛
と
、
自
由
を
伴
っ
た
平
和
の
確
保
の
た
め
に
よ
り
多
く
貢
献
で
き
る
よ
父
に
、
こ
れ
ら
の
負
担
の
一
部
の
合
理
的
た
分
担
を
図

　
　
　
　
　
　
　
注

る
こ
と
」
で
あ
る
。

　
　
注
　
一
九
八
一
年
四
月
二
十
八
目
サ
ソ
フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
・
コ
モ
ソ
ウ
ェ
ル
ス
・
ク
ラ
ブ
・
世
界
問
題
評
議
会
合
同
会
議
で
の
ワ
イ
ソ
バ
ー
ガ
ー

　
　
　
国
防
長
官
の
演
説
。

　
米
国
が
同
盟
諾
国
に
共
同
防
衛
と
負
担
の
分
担
を
要
す
る
論
拠
は
「
ソ
連
の
脅
威
」
で
あ
る
。
ワ
ィ
ソ
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
が
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
－

会
に
提
出
し
た
報
告
書
「
防
衛
支
出
に
対
す
る
同
盟
国
の
義
務
」
（
一
九
八
一
年
八
月
一
一
目
公
表
）
は
、
分
担
の
必
要
に
っ
い
て
っ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
こ
の
数
年
問
ソ
連
の
絶
え
間
な
い
軍
事
力
増
強
は
、
ソ
連
の
防
衛
支
出
が
実
質
で
年
四
－
五
％
ず
っ
着



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
２

実
に
増
加
し
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
主
要
敵
国
に
よ
る
こ
の
増
強
は
現
在
、
ソ
連
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の

約
二
一
－
一
四
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
脅
威
を
十
分
に
抑
止
し
、
こ
れ
に
直
接
対
応
す
る
た
め
に
は
、
西
欧
同
盟
諸
国
は
防
衛
に

さ
ら
に
大
量
の
資
源
を
投
入
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
負
担
の
増
大
は
、
同
盟
国
が
そ
れ
ぞ
れ
平
等
に
分
担
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
。
米
国
と
同
盟
国
は
「
共
同
す
る
こ
と
に
よ
り
、
妥
当
な
安
全
保
障
を
確
保
す
る
の
に
十
二
分
な
資
源

　
　
人
的
資
源
、
工
業
、
技
術
、
資
金
面
の
資
源
　
　
を
有
し
て
い
る
」
。
し
た
が
っ
て
同
盟
国
は
、
ソ
連
の
脅
威
に
対
処
し
、
合

意
し
た
戦
略
を
実
行
す
る
の
に
必
要
な
力
を
提
供
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
盟
国
に
「
こ
れ
ま
で
と
か
く
欠
げ
て
い
た
の
は
、

こ
れ
ら
の
資
源
を
共
同
の
防
衛
の
た
め
に
組
織
し
、
提
供
す
る
意
思
」
で
あ
る
。
　
「
米
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
五
劣
を
防
衛
努
力
に
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

向
げ
て
い
る
が
、
他
の
同
盟
諸
国
は
平
均
し
て
三
・
四
劣
、
目
本
に
至
っ
て
は
一
％
し
か
防
衛
に
充
て
て
い
な
い
」
。

　
　
注
－
　
前
掲
、
邦
訳
『
世
界
週
報
』
一
九
八
一
年
九
月
二
二
目
、
九
月
二
九
目
、
一
〇
月
六
目
、
一
〇
月
二
一
百
、
一
〇
月
二
〇
目
号
。

　
　
注
２
　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
あ
る
年
の
一
国
の
国
境
内
で
生
産
さ
れ
た
す
べ
て
の
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
の
総
額
。

　
こ
の
報
告
書
は
、
一
％
し
か
防
衛
に
充
て
て
い
な
い
目
本
の
集
団
安
全
保
障
に
１
対
す
る
貢
献
度
は
、
同
盟
諾
国
の
う
ち
最
低
な
い

し
下
か
ら
二
番
目
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
、
同
盟
国
の
一
員
で
あ
る
目
本
に
対
し
て
、
共
同
防
衛
の
公
平
な
分
担

の
た
め
に
は
、
少
た
く
と
も
一
％
以
上
負
担
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諾
国
の
水
準
（
三
・
四
％
）
に
近
づ
げ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
負
担
の
公
平
と
い
う
こ
と
で
米
側
の
要
求
し
て
い
る
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
コ
ス
ト
の
「
公
正

た
」
配
分
の
内
容
を
図
示
す
れ
ば
、
第
２
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
同
盟
国
の
分
担
状
況
に
相
違
が
生
じ
る
要
因
と
し
て
の
政
治
的
、
経
済
的
問
題
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て

い
る
。
　
「
同
盟
国
の
分
担
状
況
に
一
般
的
た
影
響
を
与
え
る
政
治
的
、
経
済
的
問
題
が
い
く
つ
か
あ
る
。
政
治
的
問
題
で
最
も
重
要

　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
四
九
五
）



立
命
館
経
済
学

塾
ｄ
１
１
瓜
簡
◎
ヰ
蹄
１

（
時
）

（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
搬
Ｎ
図
　
口
米
滞
痢
辞
壁
酎
淋
蟄
丙
ピ
汁
口
米
轟
ｄ

１
姻
嚇
署
ｕ
メ
チ
ｅ
国
ヰ
ー

１
属
詐
暑
ｕ
メ
７
◎
割
ヰ

ー
蘭
球
暑
ｕ
メ
ブ
◎
割
串

－
曹
蝸
雪
ｕ
メ
７
ｅ
割
ヰ

１
回
科
１

１
＊
囲
１

二
一
（
四
九
六
）

ー
◎
画
料
函
肖
Ｈ
一
８
◎
斤
昌
◎
暗
・
群
罫
識
ｅ
洋
彰
◎
拙
掛
ｄ
麟
轟

一
一
一
爽
婁
寧
墨
鱗
撚
一
瓢
米
枯
回
苓
躍
卑
風
．
「
薗
耕
卦

１
◎
蒋
ｅ
粉
◎
融
浦
～
瀞
蒲
（
汁
ギ
燕
替
蟻
◎
ｃ
ｏ
－
吋
竃
◎
爾
麗
）

１
◎
韓
囲
～
◎
－
辞
屏
叫
叫
ぴ

ー
＠
暗
碑
洋
～
四
料
函
肖
ｄ
ｅ
涛
縄
諾
ｄ
ｅ
湘
諦

１
◎
料
恐
＼
、
べ
静
蜻
訪
片
９
へ
＼
ア
燕
◎
謹
瀞
謙
轟
痢

ｑ
べ
＼
〉
１
斗
－
米
囲
爵
痢
賦
麹
昨
峨
「
冨
謝
料
庄
汽
津
叫
か
囲
照
雷
ｅ
跳
鵠
」

薄
舞
い
ギ
掃
哨
賎
洲
Ｈ
〕
む
讐

　
浬
↓
蘭
球
雪
滞
耐
〉
◎
斗
ｕ
＞
ざ

糊
沖
畔
燭
麟
議
一
擢
撫
箭
片
９
軍
甜
・
覇
畿
・
粧
講
・
瑞
爵
（
肉
ｏ
↓
声
向
）
洋
～
ｅ
冊
糊
踊
競
蜴
聖
〔
遂
叫
ぴ

糾
圧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
故
ｑ
か
ヰ
庸
ｅ
｝
概
糾
蜘
肖
ｅ
＊
魯
ｅ
糊
抽
一
〔
げ
～
“
映
引
ｃ
汁
ひ
ｅ
。

な
の
は
、
ソ
連
の
脅
威
に
対
す
る
同
盟
国
の
評
価
で
あ
る
。
一
般
国
民
や
指
導
者
の
脅
威
感
こ
そ
、
同
盟
諸
国
の
防
衛
分
担
意
欲
を

決
定
す
る
主
要
な
要
因
で
あ
る
。
…
…
分
担
に
対
す
る
同
盟
国
の
態
度
を
左
右
す
る
も
う
一
っ
の
問
題
は
、
米
国
の
政
治
的
指
導
力



の
性
格
で
あ
る
。
」

　
目
本
の
場
合
、
　
「
そ
の
意
思
さ
え
あ
れ
ぱ
、
い
ま
ま
で
以
上
の
防
衛
負
担
を
引
き
受
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
」
の
に
ソ

連
の
脅
威
の
性
格
に
対
す
る
受
げ
取
り
方
が
甘
い
た
め
分
担
意
欲
を
弱
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
分
担
意
欲
を
強
め
「
も
っ
と
多
く

の
負
担
を
引
き
受
げ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ソ
連
の
脅
威
の
性
格
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る
適
切
な
方
法
に
つ
い
て
、
確
固
た
る
コ
ソ
セ

ソ
サ
ス
を
確
立
す
る
こ
と
を
最
優
先
」
と
し
、
米
国
は
「
不
動
の
指
導
力
と
一
貫
し
た
態
度
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
わ
が
国
に
お
げ
る
「
ソ
連
の
脅
威
論
」
の
背
景
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
軍
需
生
産
の
「
再
生
」
を
軸
と
し
て
、
軍
事
的
、
経
済
的
威
信
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
レ
ー
ガ
ソ
政
権
は
「
ソ

連
の
脅
威
」
を
理
由
に
、
同
盟
国
の
協
力
１
１
負
担
の
引
き
受
げ
、
負
担
の
分
担
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
目
本
政
府
は
「
わ
が

国
は
経
済
協
力
、
技
術
協
力
に
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
軍
事
的
援
助
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
軍
事
的
援
助
の
要
求
は
、

新
し
い
軍
事
的
役
割
分
担
を
内
容
と
し
た
目
米
「
同
盟
関
係
」
を
明
確
に
し
た
目
米
共
同
声
明
（
一
九
八
一
年
五
月
）
に
も
と
づ
く
も

の
狂
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
軍
事
条
約
で
あ
る
目
米
安
全
保
障
条
約
の
枠
組
み
の
な
か
で
経
済
協
力
、
技
術
協
カ
は
、
政
治

的
、
軍
事
的
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
も
の
に
１
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
畦
な
ら
日
米
安
保
条
約
は
、
目
米
が
共
通
の
政
治
的
、
軍
事
的

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
日
米
共
同
行
動
の
基
礎
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
丘
ハ
器
の
目
米
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
は
、
以
上
の
べ
た
（
第
二
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
）
日
米
共
同
防
衛
の
た
め

の
協
力
の
一
環
と
し
て
、
負
担
分
担
の
要
求
と
し
て
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
要
求
を
受
げ
た
目
本
側
の
背
景

事
情
、
と
く
に
独
占
資
本
の
動
き
を
、
っ
ぎ
に
み
て
み
ょ
う
。

兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）

二
二
（
四
九
七
）
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一
四
（
四
九
八
）

三

　
八
○
年
代
以
降
、
独
占
資
本
と
そ
の
体
制
維
持
に
と
っ
て
期
待
さ
れ
る
産
業
分
野
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
軍
事
技
術
主
導
型
の
部

門
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
産
業
分
野
に
お
い
て
支
配
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
先
端
軍
事
技
術
の
研
究
と
開
発

は
、
不
可
欠
な
こ
と
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
独
占
資
本
は
、
先
端
軍
事
技
術
を
開
発
し
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

兵
器
（
と
く
に
精
密
誘
導
兵
器
、
電
子
兵
器
な
ど
）
生
産
は
も
と
よ
り
、
原
子
力
（
発
電
用
原
子
炉
は
軍
事
用
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

原
子
力
発
電
所
の
稼
動
に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
〔
原
爆
材
料
〕
が
生
産
さ
れ
る
。
ウ
ラ
ソ
濃
縮
施
設
、
侵
用
済
燃
料
再
処
理
工
場
は
、
そ
れ
白
体
原

　
　
　
　
　
　
　
注

爆
生
産
施
設
で
あ
る
）
、
航
空
（
航
空
機
生
産
の
大
半
は
軍
用
機
で
あ
る
）
、
宇
宙
開
発
（
口
ヶ
ヅ
ト
、
衛
星
、
宇
宙
船
次
ど
い
ず
れ
も
軍
事
用
の

も
の
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
）
を
は
じ
め
、
海
洋
開
発
、
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
新
素
材
な
ど
、
高
度
技
術
分
野
で
の
国
際
競

争
カ
を
身
に
っ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
危
機
打
開
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
注
　
一
九
八
一
年
六
月
三
〇
目
玩
在
、
”
世
界
の
運
転
中
の
原
子
力
発
電
所
を
持
っ
て
い
る
国
は
、
わ
が
国
の
二
三
基
、
一
、
五
六
八
万
彗
ｏ

　
　
　
を
含
め
、
二
ニ
カ
国
（
二
五
九
基
、
一
五
、
八
四
五
万
斤
オ
ｏ
）
建
設
中
の
国
を
含
め
る
と
三
〇
カ
国
、
計
画
中
の
国
を
含
め
る
と
四
〇
カ

　
　
　
国
、
総
計
七
〇
四
基
、
六
〇
、
○
八
五
万
斤
事
¢
に
達
す
る
。
こ
の
こ
と
は
事
実
上
核
拡
散
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
目
本

　
　
　
原
子
カ
産
業
界
編
「
原
子
力
発
電
所
一
覧
表
」
に
よ
る
）

　
経
団
連
防
衛
生
産
委
員
会
は
、
一
九
七
一
年
度
よ
り
軍
事
科
学
技
術
発
展
の
長
期
予
測
に
関
す
る
調
査
研
究
を
実
施
し
、
一
九
七

七
年
五
月
「
軍
事
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
　
　
Ｐ
Ｇ
Ｍ
（
精
密
誘
導
兵
器
）
」
、
　
一
九
七
九
年
五
月
「
軍
事
科
学
技
術
に
関
す

る
調
査
研
究
　
　
諸
外
国
に
お
げ
る
衛
星
の
利
用
」
、
　
一
九
八
○
年
五
月
「
諸
外
因
に
お
げ
る
衛
星
の
利
用
　
　
そ
の
２
」
を
ま
と

め
て
い
る
。
一
九
七
九
年
五
月
の
「
諾
外
国
に
お
げ
る
衛
星
の
利
用
」
に
っ
い
て
の
調
査
の
目
的
に
っ
い
て
、
　
「
む
す
び
」
の
た
か



で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
一
連
の
軍
事
衛
星
の
う
ち
、
専
守
防
衛
を
指
向
す
る
わ
が
国
に
直
接
強
い
影
響
を
与
え
る
も
の
は
、
偵
察
（
電
子
債
察
を
含
む
）

と
海
洋
監
視
で
あ
ろ
う
。

　
樺
太
・
千
島
・
シ
ベ
リ
ア
・
中
国
・
朝
鮮
の
内
陸
の
状
況
及
び
目
本
列
島
を
か
こ
む
四
囲
の
海
洋
の
状
態
を
常
時
把
握
す
る
こ
と

は
、
特
に
ー
重
要
た
事
で
あ
る
が
、
こ
の
偵
察
・
監
視
は
海
上
に
つ
い
て
は
航
空
機
及
び
艦
船
に
よ
り
或
る
程
度
は
可
能
で
あ
る
が
、

内
陸
の
状
況
は
、
こ
れ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
得
る
に
１
は
、
わ
が
国
自
身
の
衛
星
所
有
が
最
も
望
ま
し
い
わ
げ
で
あ
る

が
、
少
く
と
も
、
現
在
の
債
察
監
視
技
術
の
ス
テ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
を
可
能
な
隈
り
詳
し
く
調
査
し
て
、
将
来
の
準
備
、
対
策

の
資
料
を
得
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

　
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
九
年
に
い
た
る
一
〇
年
問
に
、
米
ソ
を
は
じ
め
そ
の
他
の
国
ぐ
に
に
よ
っ
て
打
ち
あ
げ
ら
れ
た
衛
星
は

合
計
一
、
七
〇
〇
個
以
上
で
、
七
五
％
以
上
が
軍
事
目
的
の
衛
星
で
あ
る
（
Ｃ
。
弓
呂
ぎ
胃
げ
８
斤
宕
・
。
一
？
Ｈ
ｅ
。
軍
事
衛
星
は
、
○
Ｏ

写
真
偵
察
衛
星
、
の
海
洋
監
視
・
海
洋
学
衛
星
、
倒
航
法
衛
星
、
↑
０
通
信
衛
星
、
働
早
期
警
戒
衛
星
、
ゆ
衛
星
攻
撃
衛
星
（
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｔ
）
、
○
つ
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
な
ど
そ
の
種
類
、
機
能
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
気
象
衛
星
、
測
地
衛
星
も
軍
事
用

に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。

　
わ
が
国
の
宇
宙
開
発
の
目
的
は
「
樺
太
・
千
島
・
シ
ベ
リ
ア
・
中
国
・
朝
鮮
の
内
陸
の
状
況
」
を
偵
察
し
監
視
す
る
た
め
「
わ
が

国
自
身
の
」
債
察
衛
星
な
ど
を
持
っ
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
の
「
調
査
研
究
」
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
軍
備
拡
充
競
争
は
、
軍
事
力
の
質
量
と
も
に
っ
ね
に
仮
想
敵
国
よ
り
優
位
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
、
果
し
な
い
軍
事
技

術
開
発
競
争
を
も
た
ら
す
。
軍
事
技
術
開
発
の
た
め
の
支
出
（
研
究
・
開
発
費
）
は
増
大
し
、
研
究
・
開
発
費
の
増
大
に
比
例
し
て
、

　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
四
九
九
）
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１

３
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の

１
一
２
一

２
１
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品
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製
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研
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機
め
率
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一
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年

１

５
７
９

５
７
９

Ｙ
Ｆ

５
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９

１

１

１

名

ツ

国
国
本
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国
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米
日

｛
　
　
　
　
　
　
）
ａ
　
ａ
　
　
　
　
　
ｎ
　
　
　
　
　
９

班
　
　
舳
　
蝸
Ｈ
　
舳
　
　
　
曲
乱
　
　
舳

∴
一
｝
州
　
斌
　
腋

一
舳
洲
綴
一
畑
舳
一
　
一

　
　
産
　
加
ｂ
３
２
　
蝸
Ｓ
／
Ｆ
４
　
上
功
胆
上
上
　
　
　
上
此

究
　
生
発
の
ｓ
ｓ
地
Ｍ
血
…
Ｕ
町
の
　
同
刀
Ａ
同
同
　
米
本
同
ｅ
ａ

研
　
　
総
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
目
　
　
Ｙ

の
　
の
　
ソ
　
国
　
　
国
　
本
、
ツ
国
　
国
本
入
ツ
び
国
皿

門
　
門
究
イ
　
　
　
　
　
　
　
産
イ
　
　
　
　
出
イ
よ
　
Ｐ

部
　
部
研
ド
　
　
　
　
　
　
　
生
ド
　
　
　
　
輸
ド
お
　
副

造
入
造
事
西
　
英
　
　
米
　
日
事
西
英
　
米
目
器
西
国
英

製
７
９
製
軍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
　
　
　
　
　
　
兵
　
　
　
　
〕

　
１
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
咄

　
　
　
　
一
六
（
五
〇
〇
）

新
兵
器
の
価
格
は
高
騰
す
る
。
加
え
て
技
術

開
発
競
争
は
兵
器
の
陳
腐
化
を
早
め
る
。
近

代
兵
器
体
系
は
維
持
費
や
兵
器
操
作
要
員
の

養
成
費
も
多
額
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、

資
源
の
浪
費
と
民
需
部
門
の
犠
牲
を
伴
い
な

が
ら
軍
事
支
出
の
増
大
を
不
可
避
と
す
る
。

　
第
－
表
は
、
軍
事
部
門
と
民
間
部
門
に
お

げ
る
生
産
単
位
当
り
の
研
究
・
開
発
（
射
印
Ｕ
）

用
支
出
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
軍
事
用

研
究
・
開
発
支
出
は
民
問
部
門
に
お
げ
る
の

と
比
較
し
、
い
ち
じ
る
し
く
多
い
。
　
「
軍
事

用
の
研
究
・
開
発
計
画
に
た
い
す
る
支
出
は
、

国
家
予
算
の
他
の
項
目
の
な
か
に
隠
さ
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ぽ
あ
る
の
で
、
公
表
さ
れ
る

軍
事
用
の
研
究
・
開
発
数
値
は
全
体
よ
り
低

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
」
こ
の
点
を
考
慮
に

入
れ
る
と
「
平
均
し
て
軍
事
製
品
に
は
民
間



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

製
品
の
約
二
〇
倍
が
支
出
」
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
注
０
つ
弓
射
Ｈ
Ｈ
Ｓ
｝
◎
◎
斤
畠
Ｃ
。
ガ
Ｏ
．
べ

　
こ
の
表
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
場
合
四
・
二
倍
で
、
米
国
、
英
国
、
西
ド
ィ
ツ
に
ー
比
べ
低
い
。
し
か
し
軍
事
研
究
．
開
発
支
出
は

生
産
単
位
当
り
民
問
部
門
に
お
げ
る
よ
り
多
い
こ
と
に
は
変
り
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
技
術
開
発
が
軍
事
技
術
主
導
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
独
占
資
本
が
丘
ハ
器
の
研
究
・
開
発
費
な
ど
軍
事
費
に
お
げ
る
資
本
支
出
（
武
器
車
靹
航
空
機
、
船
舶
、
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

整
備
、
研
究
開
発
費
）
の
増
額
を
要
求
し
て
い
る
の
は
、
危
機
打
開
に
－
と
っ
て
今
後
期
待
さ
れ
る
分
野
は
ほ
と
ん
ど
が
軍
事
技
術
主
導

型
の
部
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
野
で
の
国
際
競
争
力
を
強
め
る
と
と
も
に
、
軍
事
技
術
の
波
及
効
果
を
ね
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　
　
注
　
一
九
七
七
年
一
月
二
二
目
、
経
団
連
・
防
衛
生
産
委
員
会
は
「
わ
が
国
の
安
全
保
障
と
防
衛
整
備
の
あ
り
方
に
っ
い
て
」
を
発
表
し
、
そ

　
　
　
の
な
か
で
「
今
や
、
わ
が
国
の
工
業
技
術
水
準
と
工
業
生
産
力
は
、
な
お
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
世
界
の
ト
ヅ
プ
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い

　
　
　
る
。
先
端
的
技
術
の
導
入
が
困
難
視
さ
れ
て
い
る
今
日
ほ
ど
、
蓄
積
さ
れ
た
技
術
力
を
基
盤
と
し
た
自
律
的
た
研
究
開
発
の
推
進
が
必
要
視

　
　
　
さ
れ
て
い
る
時
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
べ
、
あ
わ
せ
て
兵
器
の
「
近
代
化
、
緯
持
、
更
新
」
の
た
め
軍
事
費
に
占
め
る
資
本
支
出
の
割

　
　
　
合
を
増
や
す
た
ど
、
軍
事
生
産
力
の
整
備
充
実
策
の
展
開
を
要
求
し
て
い
る
。

　
一
九
七
三
年
の
「
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
」
後
の
不
況
打
開
の
た
め
、
一
九
七
七
年
ご
ろ
か
ら
財
界
主
流
か
ら
「
安
保
タ
ダ
乗
り
論
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

利
用
し
、
自
衛
隊
の
増
強
、
軍
需
拡
大
、
兵
器
輸
出
解
禁
な
ど
を
公
然
と
要
求
す
る
声
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。

　
　
注
　
「
安
保
タ
ダ
乗
り
論
」
を
批
判
し
、
「
自
主
防
衛
力
」
の
強
化
を
要
求
す
る
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
一
九
六
九
年
四
月
横
田
武
目
経
連
代

　
　
　
表
常
任
理
事
の
菱
言
で
あ
る
。
以
来
、
財
界
主
流
に
よ
る
軍
事
問
題
に
関
す
る
発
言
が
活
発
に
な
る
。
一
九
七
七
年
春
、
財
界
ト
ヅ
プ
セ
、
、
、

　
　
　
ナ
ー
に
お
げ
る
目
向
方
斉
関
経
連
会
長
（
住
友
金
属
工
業
会
長
）
の
発
言
「
日
本
の
防
衛
費
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
三
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
必
要

　
　
　
が
あ
る
。
」
関
経
連
は
同
年
夏
「
安
全
保
障
問
題
懇
談
会
」
（
湯
浅
佑
一
座
長
）
設
置
。
七
月
野
村
総
研
は
「
目
本
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
も

　
　
　
っ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
基
本
的
課
題
は
、
防
衛
間
題
に
対
す
る
国
民
的
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
、
す
た
わ
ち
防
衛
問
題
に
対
す
る
国
民
的

　
　
　
　
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
七
（
五
〇
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
五
〇
二
）

関
心
と
理
解
と
支
持
を
高
め
る
こ
と
」
次
ど
を
提
言
ｏ
同
年
十
月
二
六
目
、
砂
野
仁
川
重
元
会
長
「
他
の
先
進
国
で
は
ど
こ
で
も
武
器
輸

出
を
や
っ
て
い
る
の
に
、
た
ぜ
目
本
だ
げ
遠
慮
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
の
か
。
」
同
年
一
一
月
、
稲
山
嘉
寛
新
目
鉄
会
長
「
ど
こ
か
で
戦
争

で
も
起
き
て
、
日
本
へ
の
注
文
が
ど
っ
と
、
何
千
億
円
も
は
い
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
。
目
本
の
経
済
は
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
注
文
が

舞
い
込
ん
で
発
展
し
た
。
し
か
し
、
も
う
戦
争
は
た
い
だ
ろ
う
。
急
激
な
需
要
が
日
本
に
は
こ
な
い
。
だ
か
ら
大
変
た
の
だ
。
戦
争
が
な
い

と
ダ
メ
た
く
ら
い
目
本
の
経
済
は
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
」
同
年
二
一
月
一
五
目
、
経
団
連
・
防
衛
生
産
委
員
長
河
野
文
彦
三
菱
重
工

業
相
談
役
「
最
近
に
お
げ
る
米
国
の
対
日
批
判
は
、
た
だ
単
に
わ
が
国
の
市
場
が
閉
鎖
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
基
本
的
に

目
米
安
保
体
制
に
タ
ダ
乗
り
し
て
、
温
室
の
た
か
で
生
産
、
輸
出
活
動
を
し
て
い
る
と
い
っ
た
国
民
感
情
が
底
流
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
目

米
安
保
体
制
の
も
と
で
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
に
っ
い
て
官
民
と
も
に
新
た
な
総
合
的
検
討
を
行
い
、
明
確
た
目
標
を
設
定
し
、

適
切
た
防
衛
政
策
た
ら
び
に
強
力
た
経
済
協
力
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
。
」

　
一
九
七
八
年
一
月
五
目
、
関
経
連
目
向
方
斉
会
長
「
国
民
の
認
識
（
防
衛
問
題
に
対
す
る
）
も
高
ま
っ
て
き
セ
お
り
、
正
面
か
ら
取
り
上

げ
る
時
期
に
き
て
い
る
。
」
同
年
二
月
二
目
「
安
保
条
約
の
う
え
に
安
眠
を
む
さ
ぽ
ら
ず
、
正
面
か
ら
検
討
し
た
い
。
ま
ず
防
衛
問
題
を
公

に
討
議
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
正
し
く
思
い
だ
さ
ね
ぱ
た
ら
な
い
。
」
五
月
一
五
目
「
防
衛
問
題
は
公
然
と
討
議
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

自
国
の
防
衛
に
っ
い
て
国
際
杜
会
が
正
当
と
認
め
る
負
担
と
自
己
努
力
を
し
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
同
年
六
月
、
関
西
経
済
同
友
会
「
『
民

主
主
義
と
自
由
で
安
定
し
た
市
民
生
活
』
を
守
り
抜
く
た
め
に
は
相
応
の
犠
牲
と
コ
ス
ト
負
担
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
の
確

固
た
る
合
意
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
」
九
月
「
甘
本
の
安
全
保
障
を
考
え
る
」
（
国
の
安
全
に
関
す
る
国
民
意
識
調
査
団
報
告
）
発
表
。

同
年
七
月
、
目
本
青
年
会
議
所
（
麻
生
太
郎
会
頭
）
「
目
本
の
安
全
の
た
め
に
」
（
奨
言
）
発
表
。
同
年
十
月
、
神
戸
経
済
同
友
会
「
わ
が
国

の
安
全
保
障
と
共
同
体
精
神
」
（
所
見
）
を
発
表
し
た
。

　
一
九
八
○
年
に
入
る
と
国
防
問
題
を
国
民
的
課
題
と
し
て
、
意
識
的
に
防
衛
論
議
を
呼
び
起
こ
し
、
国
防
意
識
高
揚
の
必
要
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
ソ
連
脅
威
論
」
に
代
表
さ
れ
る
仮
空
の
危
機
感
を
あ
お
り
、
国
民
に
「
減
私
奉
公
」
を
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

し
、
は
て
は
徴
兵
制
実
施
論
ま
で
が
で
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
注
　
一
九
七
九
年
一
二
月
二
〇
目
、
河
野
文
彦
経
団
連
評
議
員
会
議
長
「
八
○
年
代
に
お
い
て
は
、
国
の
防
衛
を
軸
と
す
る
安
全
保
障
の
確
保



　
　
　
が
さ
ら
に
重
要
に
た
る
も
の
と
考
え
る
。
国
会
の
場
に
お
い
て
各
党
が
十
分
論
議
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
わ
が
国
の
安
全
保
障
は
、
究

　
　
　
極
の
と
こ
ろ
、
相
互
信
頼
を
基
調
と
す
る
目
米
関
係
に
依
存
し
て
お
り
、
目
米
安
全
保
障
条
約
は
平
時
の
抑
止
カ
と
し
て
も
有
効
な
作
用
を

　
　
　
及
ぽ
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
直
視
し
て
、
目
米
問
の
友
好
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
わ
が
国
の
自
主
防
衛
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

　
　
　
る
。
Ｌ
同
年
二
月
七
目
、
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
で
目
向
方
斉
関
経
連
会
長
「
い
っ
た
ん
緩
急
の
さ
い
の
徴
兵
制
を
検
討
し
て
も
よ
い
時
期
に
・

　
　
　
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
」
同
年
二
月
二
〇
目
、
目
経
連
桜
田
武
名
誉
会
長
「
憲
法
第
九
条
を
改
正
し
て
、
防
衛
力
に
っ
い
て
は
っ
き
り

　
　
　
書
き
こ
む
べ
き
だ
。
ま
た
非
常
事
態
宣
言
が
出
せ
る
よ
う
に
し
、
弾
薬
の
備
蓄
を
ふ
や
す
必
要
が
あ
る
。
」
同
年
三
月
一
九
目
、
永
野
重
雄

　
　
　
日
商
会
頭
「
今
や
防
衛
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
治
経
済
両
面
か
ら
巾
広
い
討
議
を
起
こ
し
、
国
民
的
合
意
の
彩
成
を
は
か
る
べ
き
時
期
に
き

　
　
　
て
い
る
。
石
油
獲
得
の
手
段
と
し
て
武
器
を
輸
出
し
て
も
よ
い
の
で
は
た
い
か
。
武
器
輸
出
三
原
則
は
敗
戦
の
結
果
…
子
孫
に
ま
で
は
及
ぽ

　
　
　
す
の
は
い
い
の
か
。
」
同
年
三
月
二
四
目
、
鴻
池
祥
肇
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
「
長
期
的
に
み
れ
ぱ
、
わ
が
国
か
ら
の
武
器
輸
出
も
必
要
。

　
　
　
核
武
装
に
は
反
対
だ
が
、
原
子
力
潜
水
艦
た
ど
は
持
っ
べ
き
だ
。
」
同
年
四
月
二
八
目
、
目
本
経
済
調
査
協
議
会
『
わ
が
国
安
全
保
障
に
関

　
　
　
す
る
研
究
』
で
「
国
民
が
一
致
団
結
し
て
滅
私
奉
公
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
同
年
五
月
二
一
日
、
江
崎
通
産
相
「
高
校
や
大
学
卒
業
後

　
　
　
の
一
、
二
年
間
、
自
主
的
に
国
の
た
め
に
奉
仕
す
る
志
願
丘
ハ
制
」
を
提
唱
。
同
年
五
月
二
六
目
、
目
向
方
斉
関
経
連
会
長
「
今
後
と
り
組
む

　
　
　
べ
き
重
要
課
題
と
し
て
¢
防
衛
力
の
増
強
　
徳
育
教
育
の
必
要
性
　
自
由
主
義
体
制
の
三
点
を
あ
げ
、
応
分
の
防
衛
努
力
を
尽
く
す
義
務
と

　
　
　
責
任
が
あ
る
。
わ
が
国
に
対
す
る
直
接
的
脅
威
が
増
大
し
っ
っ
あ
る
現
状
か
ら
も
防
衛
力
増
強
は
急
務
で
あ
る
。
」
同
年
六
月
三
目
、
経
団

　
　
　
連
・
防
衛
生
産
委
員
会
国
産
化
問
題
委
員
長
守
屋
学
治
三
菱
重
工
会
長
「
国
防
の
た
め
の
目
本
独
自
の
努
力
を
求
め
、
後
方
支
援
態
勢
の

　
　
　
強
化
を
要
求
し
、
国
防
意
識
の
喚
起
を
主
張
。
」
同
年
六
月
二
三
目
、
’
日
向
方
斉
「
防
衛
費
を
一
兆
円
増
額
す
れ
ぱ
十
分
た
専
守
防
衛
が
で

　
　
　
き
る
。
」
同
年
七
月
一
五
日
、
全
国
銀
行
協
会
連
会
合
会
会
長
山
田
春
三
菱
銀
行
頭
取
「
国
力
に
応
じ
た
防
衛
努
力
は
必
要
。
防
衛
予
算
を

　
　
　
圧
縮
す
べ
き
で
な
い
。
」
同
年
七
月
二
六
目
、
目
本
青
年
会
議
所
提
言
「
自
衛
隊
を
真
正
面
か
ら
問
い
直
し
、
低
抗
の
姿
勢
を
堂
共
と
持
っ

　
　
　
べ
き
で
あ
る
。
」

　
一
九
八
一
年
に
な
る
と
年
頭
に
ー
、
稲
山
経
団
連
会
長
、
永
野
目
商
会
頭
、
大
槻
目
経
連
会
長
、
佐
々
木
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

財
界
四
首
脳
が
初
め
て
そ
ろ
っ
て
軍
事
力
増
強
論
を
打
ち
出
し
た
。
一
九
七
五
年
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
敗
北
後
、
　
「
日
米
共
同
防
衛
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
テ

め
の
指
針
」
に
添
い
軍
事
力
の
増
強
を
要
求
す
る
米
国
の
要
請
を
盾
に
、
財
界
は
、
兵
器
の
目
米
共
同
開
発
に
よ
り
拡
大
し
た
兵
器

　
　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
五
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
五
〇
四
）

生
産
と
軍
事
技
術
の
基
盤
を
維
持
し
、
国
際
競
争
力
を
強
め
る
と
と
も
に
兵
器
輸
出
を
も
合
む
輸
出
１
１
市
場
の
拡
大
を
実
現
す
る
た

め
の
条
件
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
一
九
七
三
年
「
石
油
シ
ョ
ッ
ク
」
以
来
の
危
機
脱
出
と
体

制
維
持
の
た
め
軍
事
体
制
の
強
化
と
軍
需
生
産
、
軍
事
技
術
へ
の
依
存
が
今
後
急
速
に
深
ま
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
・

　
　
注
　
一
九
八
一
年
一
月
五
目
、
佐
々
木
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
「
目
本
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
た
る
と
、
あ
る
程
度
、
軍
傭
に
金
を
使
う
の
は
・

　
　
　
お
付
き
合
い
で
必
要
な
の
じ
ゃ
な
い
か
。
」

　
　
　
　
一
九
八
一
年
一
月
五
日
、
稲
山
嘉
寛
経
団
連
会
長
「
玲
蔭
駄
か
－
小
脊
跡
に
日
本
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
・
酢
外
酔
掛
ピ
レ
ズ
歩
調

　
　
　
を
合
わ
せ
て
防
衛
を
強
め
る
方
向
で
考
え
る
べ
き
だ
。
」
大
槻
文
平
目
経
連
会
長
「
日
本
も
国
際
杜
会
の
応
分
の
負
担
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

　
　
　
永
野
目
商
会
頭
「
戦
争
の
恐
れ
の
な
い
国
に
輸
出
す
る
道
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
」
同
年
二
月
六
日
関
西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
で
目
向
関
経
連

　
　
　
会
長
「
Ｇ
Ｎ
王
の
一
％
を
わ
が
国
の
防
衛
費
に
上
乗
せ
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
率
一
・
九
劣
に
す
べ
き
だ
。
」

　
こ
れ
ま
で
、
丘
ハ
器
の
共
同
開
発
は
、
一
九
五
四
年
五
月
一
日
の
「
目
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衡
援
助
協
定
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

に
も
と
づ
い
て
お
こ
た
わ
れ
て
き
た
。

　
　
注
　
貝
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
第
四
条
で
「
両
政
府
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
政
府
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
防
衛
の
た
め
の
工
業
所
有
権
及

　
　
　
び
技
術
上
の
知
識
の
交
換
の
方
法
及
び
条
件
を
観
定
す
る
適
当
な
取
極
で
あ
っ
て
、
そ
の
交
換
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
私
人
の
利
溢
を
保

　
　
　
護
し
及
び
秘
密
の
保
持
を
図
る
も
の
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
」
と
観
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
一
一
月
、
日
米
軍
事
当
局
の
間
で
「
日
米
資
料
交
換
取
り
決
め
」
が
締
結
さ
れ
、
一
九
六
六
年
に
は
「
共

同
研
究
開
発
に
関
す
る
覚
書
」
が
交
換
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
技
術
情
報
の
交
換
は
あ
っ
た
が
、
共
同
開
発
の
事
例
は
全
く

な
い
。
わ
が
国
の
軍
事
技
術
水
準
が
低
く
米
側
に
と
っ
て
は
利
用
価
値
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
米
側
は
軍
事
機
密
（
軍
事
企
業



の
企
業
機
密
を
も
含
め
）
保
持
の
た
め
日
本
に
提
供
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
目
本
国
内
の
反
対
を
考
慮
し

公
然
と
共
同
開
発
す
る
ま
で
に
ー
は
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
が
ら
、
一
九
七
八
年
一
一
月
二
七
目
、
第
七
回
目
米

安
保
協
議
委
員
会
で
合
意
し
、
国
防
会
議
と
閣
議
に
お
い
て
正
式
に
決
定
さ
れ
た
「
目
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
に
添
い
、
同

年
末
日
米
防
衛
装
備
研
究
責
任
老
の
問
で
「
目
米
資
料
交
換
取
り
決
め
」
に
も
と
づ
き
、
０
Ｄ
技
術
者
の
交
流
、
の
技
術
資
料
交
換
の

範
囲
を
拡
大
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
目
米
防
衛
協
力
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
協
力
の
一
環
と
し
て
、
一
九
八
○
年
度
の
「
技
術
研
究
本
都
に

係
る
業
務
計
画
の
作
成
に
際
し
て
指
針
と
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
長
官
指
示
」
（
一
九
八
○
年
五
月
七
目
）
で
「
日
米
間
の
資
料
交
換
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

関
す
る
取
極
に
基
づ
く
技
術
交
流
の
活
発
化
を
図
る
」
こ
と
に
な
り
、
翌
八
一
年
度
に
は
「
技
術
交
流
の
一
層
の
活
発
化
を
図
る
」

こ
と
が
指
示
さ
れ
、
兵
器
の
共
同
開
発
へ
の
積
極
的
姿
勢
が
一
段
と
進
め
ら
れ
た
。

　
一
九
八
○
年
五
月
二
八
日
、
ペ
リ
ー
米
国
防
次
官
（
研
究
開
発
・
技
術
担
当
）
と
亘
理
防
衛
庁
事
務
次
官
ら
と
の
会
談
で
、
目
米
が

兵
器
や
軍
事
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
協
力
関
係
の
促
進
と
情
報
交
換
の
た
め
、
防
衛
庁
と
米
国
防
総
省
と
の
問
で
、
年
二
回
程
度
、

局
長
級
の
定
期
協
議
も
設
置
す
る
こ
と
が
合
意
し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
り
兵
器
と
軍
事
技
術
開
発
面
で
の
目
米
協
力
は
、
数
歩
進
み

新
し
い
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
会
談
で
、
防
衛
庁
側
は
、
「
中
期
業
務
見
積
り
に
つ
い
て
（
昭
和
五
五
年
度
－
昭
和
五
九
年
度
）
」
（
一
九
七
九
年
七
月
十
七
目
発
表
）

に
そ
い
「
防
空
警
戒
管
制
組
織
の
後
継
機
種
（
バ
ツ
ジ
ー
Ｘ
）
選
定
の
検
討
状
況
な
ど
当
面
の
装
備
取
得
計
画
を
説
明
し
、
兵
器
技

術
の
開
発
で
、
目
米
間
の
共
通
化
、
標
準
化
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
Ｆ
１
１
５
戦
闘
機
関
連
を
中
心
と
す
る
よ
り
高
度
な
軍
事
技
術

の
提
供
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
た
ど
と
要
請
し
た
と
い
わ
れ
る
（
一
九
八
○
年
五
月
一
九
日
付
「
各
紙
」
）
。

　
　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
五
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
．
（
第
三
十
巻
．
第
三
．
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
五
〇
六
）

技
術
協
力
に
つ
い
て
の
合
意
は
、
具
監
雰
掛
蓉
幕
と
し
て
、
自
衛
隊
装
備
の
質
的
改
善
・
近
代
化
に
関
心
を
も
つ
米

側
の
要
求
に
添
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
第
２
図
参
照
）
。
ペ
リ
ー
国
防
次
官
は
、
目
本
の
民
問
に
お
げ
る
軍
事

技
術
水
準
は
高
く
、
相
当
の
分
野
で
ソ
連
に
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
米
国
が
提
供
す
る
高
度
の
軍
事
技
術
を

使
い
こ
な
し
て
い
く
た
め
に
は
、
研
究
開
発
費
の
増
額
が
必
要
な
こ
と
を
要
請
し
砧
・

　
　
注
　
ペ
リ
ー
次
官
は
、
米
国
の
研
究
開
発
費
は
国
防
予
算
の
一
〇
劣
を
占
め
て
い
る
が
、
目
本
は
軍
事
費
の
う
ち
研
究
開
発
費
は
一
一
二
九
％

　
　
　
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
。
　
（
一
九
八
○
年
五
月
二
九
目
付
「
赤
旗
」
参
照
）

　
　
　
　
ま
た
、
ペ
リ
ー
次
官
は
、
七
〇
年
以
降
に
米
国
は
装
備
の
数
量
で
ソ
連
に
大
き
な
差
を
っ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
・
米
国
と
し
て
は
ソ

　
　
　
連
に
対
し
数
量
の
点
で
は
対
抗
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
質
の
面
、
と
く
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
面
で
差
を
っ
げ
て
い
き
た
い
と
強
調

　
　
　
し
、
今
後
兵
器
の
質
的
改
善
の
中
で
と
く
に
精
密
誘
導
業
界
の
開
発
研
究
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
カ
説
し
た
。
　
（
一
九
八
○
年
五
月
二
九
日

　
　
付
「
毎
目
」
参
照
）

　
今
目
、
目
本
は
米
国
に
と
っ
て
「
世
界
で
最
も
重
要
な
同
盟
国
の
一
つ
で
あ
り
、
最
大
の
海
外
貿
易
バ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
・
信
奉

す
る
も
ろ
も
ろ
の
価
値
の
多
く
を
共
通
す
る
先
進
工
業
昆
主
国
家
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
本
は
経
済
カ
に
ふ
さ
わ
し
い
防

衛
努
カ
を
し
て
い
な
い
国
で
あ
る
。
そ
こ
で
米
側
は
、
日
本
の
軍
事
的
負
担
の
分
担
の
一
環
と
し
て
、
自
衛
隊
（
軍
事
力
）
の
増
強

だ
げ
で
た
く
、
最
新
丘
ハ
器
や
そ
の
基
礎
に
な
る
高
度
先
端
技
術
品
目
の
共
同
開
発
や
生
産
を
要
求
し
て
き
た
の
で
あ
る
・
米
側
の
要

求
は
、
目
本
の
技
術
の
う
ち
「
米
国
よ
り
優
れ
て
お
り
、
か
っ
軍
事
的
に
転
用
で
き
る
も
の
は
、
日
米
防
衛
協
力
を
双
務
的
に
進
め

る
」
と
の
見
地
か
ら
、
米
側
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
目
本
の
決
意
を
示
す
明
確
な
証
拠
」
の
一
っ
と
し
て
出
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

兵
器
の
共
同
研
究
．
開
発
．
生
産
は
、
戦
後
の
軍
事
ブ
肩
ツ
ク
移
成
の
な
か
で
、
軍
事
上
の
効
率
と
経
済
性
を
高
め
る
必
要
か
ら



で
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
隈
ら
れ
た
資
源
で
可
能
な
限
り
最
も
効
果
的
な
軍
事
力
を
整
備
す
る
と
い
う
費
用
．
効
果
論
が
そ
の
基
礎

に
な
っ
て
い
る
。
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
が
共
同
作
戦
に
お
い
て
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
重
複
と
無
駄
を
な
く
し
、
そ
の
機
能
を
最
も
効
果
的
に

動
員
し
発
揮
す
る
に
は
、
兵
器
の
合
理
化
・
標
準
化
・
相
互
運
用
性
（
雰
Ｈ
）
、
す
な
わ
ち
兵
器
の
共
通
性
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
場
合
、
加
盟
諸
国
の
兵
器
は
、
米
国
と
の
援
助
協
定
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
部
品
の
統
一
な
ど
早
く
か
ら
あ
る

程
度
丘
ハ
器
の
標
準
化
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
共
同
作
戦
を
最
も
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
兵
器
の
標
準
化
を
す
す
め
る
機
関
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
事
標
準
局
（
竃
あ
、
オ
声
肖
ｏ
峯
一
罧
、
、
く
お
。
目
。
Ｋ
｛
。
、
ｃ
。
↓
リ
。
｛
四
、
。

§
き
暮
）
が
創
設
さ
れ
、
　
「
標
準
化
協
定
」
（
Ｏ
。
掌
オ
声
○
）
を
制
定
し
、
一
九
五
四
年
に
は
弾
薬
の
標
準
化
（
七
二
一
六
ｍ
１
血
）
〔
現

在
、
自
衛
隊
も
小
銃
、
機
関
銃
弾
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
製
式
の
七
・
六
二
ｍ
／
ｍ
弾
に
統
一
さ
れ
、
一
九
六
二
年
以
来
量
産
さ
れ
て
い
る
〕

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
兵
器
標
準
化
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ソ
ス
と
西
独
は
共
同
開
発
企
業
「
ユ
ー
口
．
、
、
、
サ
イ
ル
．
工
ー
ジ
ェ
ソ

シ
ー
」
を
設
立
し
、
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
・
シ
ス
テ
ム
（
ロ
ー
ラ
ソ
ド
Ａ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
）
〔
米
国
が
ラ
イ
セ
ソ
ス
生
産
し
て
い
る
〕
と
対

戦
車
誘
導
兵
器
を
共
同
開
発
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
お
げ
る
丘
ハ
器
の
共
同
開
発
・
生
産
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

乙
ｏ
弓
智
■
＄
ま
◎
◎
斤
Ｈ
竃
Ｈ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
七
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
西
欧
の
丘
ハ
器
産
業
の
成
長
に
よ
り
、
米

国
製
兵
器
へ
の
依
存
体
制
か
ら
の
脱
却
が
み
ら
れ
、
通
常
兵
器
に
関
す
る
競
争
的
次
市
場
が
生
ま
れ
た
。
兵
器
調
達
面
で
『
自
給
体

制
』
を
と
り
た
い
と
い
う
国
家
的
な
希
求
の
高
ま
り
の
結
果
、
七
九
年
ま
で
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
諸
国
内
で
は
、
三
五
種
類
の
異
な

っ
た
型
の
戦
闘
機
、
一
〇
種
類
の
戦
車
、
四
種
類
の
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
、
二
八
種
類
の
榴
弾
砲
お
よ
び
六
種
類
の
互
換
性
の
た
い
戦

　
　
　
　
兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
五
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
五
〇
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
ユ

術
通
信
シ
ス
テ
ム
が
開
発
中
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
生
ん
で
い
る
」
。
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
現
実
に
対
し
、
米
政
府
高
官
は
、

二
っ
の
選
択
の
余
地
し
か
汝
い
と
結
論
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
す
な
わ
ち
ラ
ィ
セ
ソ
ス
供
与
、
研
究
・
開
発
の
分
担

お
よ
び
共
同
生
産
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
協
力
体
制
、
あ
る
い
は
大
西
洋
を
は
さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
道
を
歩
む
か
、
で
あ
る
。

進
ん
だ
比
類
の
な
い
技
術
を
使
っ
た
米
国
の
最
終
製
品
が
無
条
件
で
受
げ
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
日
は
、
も
は
や
欧
州
お
よ
び
世
界
の

他
の
地
域
で
は
終
わ
り
を
っ
げ
た
。
誰
も
が
バ
ィ
の
一
片
を
得
た
い
と
望
ん
で
お
り
、
一
番
大
き
い
一
片
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
２

引
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
。

　
　
注
１
　
ｏ
り
弓
雲
Ｈ
Ｓ
き
８
斤
岩
・
。
一
Ｐ
べ
ｏ
。
（
邦
訳
『
世
界
の
軍
事
力
．
◎
・
Ｈ
Ｉ
◎
◎
Ｎ
』
四
五
ぺ
ー
ジ
）

　
　
注
２
　
Ｈ
雲
３
ｏ
．
虐
（
同
右
）

　
○
り
弓
雪
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
は
、
各
国
の
軍
事
政
策
、
軍
事
計
画
が
異
な
り
、
各
国
の
兵
器

企
業
の
利
害
関
係
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
米
国
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
は
進
ん
で
い
な
い
。
各
国
の
兵
器
企
業
に
と
っ
て
世
界
軍
事

支
出
の
六
〇
劣
を
占
め
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
兵
器
市
場
は
、
確
実
な
利
益
を
保
障
す
る
市
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
は

一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
げ
て
、
兵
器
の
同
系
統
化
（
句
§
罠
易
◎
ｈ
き
昌
◎
易
）
、
複
数
系
列
に
よ
る
生
産
、
双

務
調
達
の
協
定
に
い
ち
じ
る
し
く
熱
心
で
あ
る
。
日
本
に
対
す
る
共
同
開
発
・
生
産
の
要
求
も
そ
の
一
っ
で
あ
る
。
そ
の
背
景
は
、

米
軍
を
基
軸
に
し
た
軍
事
ブ
ロ
ツ
ク
の
機
能
が
最
も
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
軍
事
面
で
の
統
合
、
共
同
作
戦
計
画
の
実

施
が
伴
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
在
い
。
こ
の
た
め
に
は
装
備
の
共
通
性
が
不
可
避
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
ま
た
、
二
大
軍
事
ブ
艀
ツ
ク
を
中
心
に
し
た
丘
ハ
器
開
発
競
争
の
も
と
で
は
、
高
度
で
精
巧
な
技
術
に
よ
る
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
開

発
．
生
産
能
力
を
常
に
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
高
度
技
術
の
開
発
は
常
に
リ
ス
ク
を
伴
う
。
不
確
実
性
の
大
き
い



む

軍
事
技
術
の
開
発
は
姦
の
支
出
を
伴
い
、
そ
の
結
果
、
兵
器
の
価
格
は
高
騰
す
る
。
さ
ら
に
軍
事
技
術
開
発
競
争
に
よ
り
丘
一
器
の

陳
腐
化
は
促
進
さ
れ
、
価
格
を
一
層
高
騰
さ
せ
る
。
技
術
的
不
確
実
性
、
経
済
的
危
機
を
ヵ
バ
ー
す
る
こ
と
は
一
国
の
枠
内
で
は
ま

す
ま
す
困
難
に
な
る
・
軍
事
費
の
増
大
も
隈
度
が
あ
り
、
リ
ス
ク
の
ヵ
バ
ー
は
一
国
の
市
場
規
模
で
は
不
十
分
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

要
因
が
・
一
国
の
枠
を
越
え
た
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
を
不
可
避
な
も
の
と
す
る
。
兵
器
の
開
発
．
生
産
に
お
げ
る
不
必
要
た
重

複
を
た
く
し
効
率
を
高
め
る
た
め
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
の
必
要
が
強
調
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
・
丘
ハ
器
の
共
同
開
発
・
生
産
は
、
軍
事
ブ
ロ
ツ
ク
の
機
能
強
化
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
不
可
避
と
す
る
軍
事
的
要

因
と
他
方
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
兵
器
企
業
の
利
害
対
立
に
よ
り
そ
れ
を
不
可
能
と
す
る
経
済
的
要
因
を
内
包
し
て
い
る
。
一
国
で
可
能

な
費
用
”
支
出
で
開
発
・
生
産
が
可
能
な
も
の
、
国
内
市
場
だ
げ
で
採
算
が
と
れ
る
兵
器
は
、
共
同
開
発
．
生
産
は
お
こ
な
わ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
・
し
た
が
っ
て
、
共
同
開
発
・
生
産
の
対
象
は
高
度
技
術
で
高
価
な
兵
器
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。
高
度
技
術
は
開
発
支
出

が
多
額
に
た
り
・
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
費
用
分
担
、
危
険
負
担
分
担
と
い
う
点
で
有
利
な
共
同
開
発
．
生
産
の
可
能
性

が
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
－

米
国
が
目
本
に
要
求
す
る
兵
器
の
蕎
研
究
・
開
発
・
生
産
の
目
的
は
、
現
在
「
有
奮
浮
る
緊
急
大
量
生
露
力
一
窪
く

な
っ
た
軍
需
産
業
に
活
力
を
与
え
る
た
め
、
目
本
の
兵
器
生
産
能
力
を
利
用
す
る
と
と
も
に
目
米
共
同
作
戦
実
施
に
必
要
な
丘
ハ
器
の

同
系
列
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
毎
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
目
本
の
兵
器
生
産
や
兵
器
輸
出
に
一
定
の
枠
を
は
め
る
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
丘
ハ
器
生
産
と
兵
器
輸
出
に
お
い
て
米
国
の
優
伍
を
確
保
す
る
た
め
競
争
相
手
と
な
る
芽
を
事
前
に
っ
み
と
る
効
果
を
も

つ
。　
　
注
－
軍
弓
９
雪
易
向
覧
竃
量
向
肉
≦
婁
Ｏ
Ｏ
姜
毫
鼻
弓
胃
曽
昌
オ
○
冒
寓
易
向
冒
昌
・
。
畠
き
婁
向
、

　
　
　
　
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
五
〇
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
五
一
〇
）

　
　
　
ｑ
勇
睾
貝
９
竃
舅
鼻
竃
勺
舅
弓
Ｏ
；
胃
畠
竃
易
向
量
昌
。
り
畠
睾
二
あ
胃
芸
買
電
Ｏ
．
一
〇
。
・
Ｐ
葺

　
　
勺
ト
竃
勺
｝
－
向
弓
・
（
弓
ｏ
つ
ー
．
Ｕ
向
句
向
オ
ｏ
ｏ
向
ｏ
○
－
－
ｏ
・
ト
）

　
注
２
　
一
九
八
○
年
九
月
の
第
一
回
日
米
装
備
技
術
協
議
で
、
目
米
共
同
作
戦
（
有
事
の
際
の
目
米
共
同
対
処
行
動
）
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
・

　
　
軍
事
技
術
の
情
報
．
資
料
交
換
を
活
発
に
す
る
と
と
も
に
、
装
備
の
共
通
化
を
促
進
す
る
こ
と
が
協
議
さ
れ
、
当
面
・
火
砲
・
弾
薬
・
燃

　
　
料
等
が
そ
の
対
象
に
な
っ
た
。

日
米
安
保
体
制
下
の
丘
ハ
器
の
共
同
研
究
．
開
発
・
生
産
は
、
日
米
作
戦
構
想
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
を
米
の
主
導
（
高

産

　
生
　
品
成

戌麗

．
距

鵬鯛 入

輸
－器兵

隊衛白↓

　
　
　
　
　
出

簑
國
織

品
　
　
↓
兵

部
　
　
出
成

秤
弩

１
・
　
　
皿

度
技
術
は
米
の
独
占
）
の
も
と
で
「
兵
器
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
化
構
想
」
（
臭
ｏ
霊
昌
号
◎
｛
事
＄
君
易
Ｏ
◎
■
８
呂
に

組
み
込
み
、
目
本
の
丘
ハ
器
部
品
の
生
産
、
兵
器
組
立
て
の
下
請
化
（
下
請
的
分
業
）
を
促
進
す
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
図
式
化
す
れ
ば
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
器
の
共
同
開
発
は
必
然
的
に
共
同
生
産

へ
と
進
展
し
、
事
実
上
汎
用
技
術
、
部
晶
、
半
製
品
、
完
成
兵
器
の
輸
出
（
米
国
へ
の
輸
出
お
よ
び
米
国
経
由
で

の
他
国
へ
の
輸
出
）
を
伴
い
、
　
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
の
形
骸
化
に
導
く
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
汎
用
技
術
の
軍
事
技
術
へ
の
転
化
を
促
進
し
、
研
究
者
や
研
究
開
発
費
を
含
む
研
究
段
階
を
も
含

め
、
日
本
の
産
業
構
造
の
軍
事
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
だ
げ
で
は
な
い
、
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
は
、
当
然
秘
密
保
護
措
置
の
強
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ

う
。
最
近
、
米
国
防
総
省
は
「
自
衛
隊
装
傭
の
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
Ａ
Ｉ
Ｍ
９
」
　
「
サ
イ
ド
ワ
イ
ソ
ダ
ー
」
と

二
〇
三
ｍ
／
皿
自
走
り
ゅ
う
弾
砲
の
ラ
イ
セ
ン
ス
条
件
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
了
解
事
項
覚
書
）
締
結

交
渉
の
過
程
で
、
・
ラ
ィ
セ
ソ
ス
供
与
の
取
り
決
め
の
な
か
に
「
米
国
が
派
遣
す
る
担
当
官
に
日
本
国
内
で
秘

密
保
護
措
置
が
十
分
と
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
権
隈
を
持
た
せ
る
」
と
明
記
す
る
よ
う
に
主
張



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
み
て
も
、
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
が
進
展
す
れ
ば
、
秘
密
保
護
の
名
の
も
と
で
、

基
本
的
人
権
や
言
論
、
研
究
の
自
由
は
、
目
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
米
国
に
よ
る
直
接
の
秘
密
保
護
措
置
と
国
内
法
で
あ

る
秘
密
保
護
法
、
秘
密
保
護
法
施
行
令
、
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
（
防
衛
庁
）
に
よ
り
二
重
の
（
目
米
両
国
に
ょ
る
）
制
約
の
も
と

に
抽
か
れ
る
こ
と
は
必
須
で
あ
ろ
う
。
．

　
　
注
　
一
九
八
一
年
十
月
二
六
日
付
「
日
本
経
済
新
聞
」
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

　
「
日
和
問
に
相
互
防
衛
援
助
協
定
が
あ
る
以
上
、
技
衡
交
流
１
１
共
同
研
究
は
拒
否
で
き
な
い
」
（
館
野
万
吉
日
本
製
鋼
杜
長
）
と
い
わ

れ
て
い
る
。
｝
米
安
保
体
制
を
基
軸
と
す
る
目
米
協
カ
態
勢
が
進
め
ら
れ
る
限
り
、
日
米
防
衛
協
力
（
Ｈ
日
米
共
同
作
戦
態
勢
）
の
一

環
と
し
て
兵
器
の
共
同
開
発
・
生
産
は
急
遠
に
具
体
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
兵
器
の
共
同
開
発
．
生
産
を
っ
う
じ
て
軍
事

的
同
盟
関
係
の
経
済
的
補
強
が
進
み
、
目
米
協
カ
は
新
た
な
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
日
米
軍
事
産
業
の
癒
着
と
同
時

に
相
互
に
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
日
米
兵
器
資
本
の
打
算
と
摩
擦
を
増
幅
し
矛
盾
を
尖
鋭
化
し
な
が
ら
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
注
　
　
「
東
洋
経
済
」
一
九
八
一
年
八
月
二
二
目
号
。

　
核
時
代
に
お
け
る
兵
器
の
日
米
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
は
、
わ
が
国
の
軍
事
化
に
拍
車
を
か
げ
、
核
軍
拡
と
核
戦
争
の
危
険
に

与
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
後
記
〕
本
稿
で
は
主
と
し
て
兵
器
の
日
米
共
同
研
究
・
尉
発
・
生
産
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
日
米
共
同
研
究
．
凋
発
．
生
産
の
具
体
的

　
　
推
移
と
経
過
に
っ
い
て
は
拙
稿
「
日
本
軍
需
独
占
１
の
国
際
的
新
展
開
」
（
『
経
済
』
一
九
八
一
年
九
月
号
）
、
「
ふ
た
た
び
兵
器
の
共
同
研
究
．
開

　
　
発
・
生
産
」
’
（
『
経
済
』
一
九
八
二
年
一
月
号
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い

兵
器
の
共
同
研
究
・
開
発
・
生
産
（
木
原
）

二
七
（
五
一
一
）




